
  

   

                                

                                令和元年10月 23日発行第 5号 
                           

 

 

 
               

すくすく健康部会では，実体験を通して子どもたちが食と農業への関心を高めることができる

よう，地域サポーターの協力を得て，お米作りを行っています。６月に，２年生と４年生が田植え

を体験しました。その後，各学級がリレー方式で稲の観察日記をつけて，お昼の放送で発表しまし

た。今年は，台風の影響も少なく，収穫を迎えることができました。サポーターの皆さんは，水の

管理や草取り，施肥や消毒など，子どもたちができない作業を収穫まで続けてくださいました。 

そして，10 月 15 日に，３年生と５年生が稲刈りの体験をしました。３年生のほとんどの子ども

たちが，稲刈りをするのは初めてでした。３年生は，「指を切らないように親指を上に向けて刈る

といいよ。」「稲束の下の方を回しながら握り込んで刈ってごらん。」と，サポーターさんに教わっ

たこつに気をつけながら，刈り取っていきました。５年生は，コンバインの作業も手伝いました。 

 11 月 21 日（木）は，おにぎり給食の日です。収穫したお米を全校児童が持ち帰り，家庭でおに

ぎりにして持参します。さて，お米がどんなおにぎりに変身するでしょうか，次号で報告します。 

 田起こしから収穫まで，多くのサポーターさんが関わってくださったことに心から感謝します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すくすく健康部会 



 

６年生「はくざんっ子学習（総合的な学習の時間）」では，｢夢を追求するために人と出会い，

体験を通して自分の生き方を考える｣の一環として，「プロから学ぶ」を行いました。 

６年生の保護者，お菓子職人，胚培養士の皆さんがサポーターとなって，「働くことの意味」に

ついて語りました。子どもたちは，その仕事の魅力，協力することや責任をもつことの大切さを学

ぶことができました。以下，子どもたちの感想を一部紹介します。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わくわく学習部会 


